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代表弁護士　井口　博（第二東京弁護士会所属）

来年度狛江市内に事務所開設予定

東京ゆまにて法律事務所東京ゆまにて法律事務所
狛江駅から成城学園前駅まで３分・駅南口から徒歩１分

世田谷区成城2-40-5ヴェルドミール成城901号

☎03-3416-4371☎03-3416-4371
（平日9：30～17：30※土・日・祝日休業）（平日9：30～17：30※土・日・祝日休業）
ホームページ

▲

http://yumanite.jimdo.com/

●代表弁護士は元大阪地裁判事。前司法試験考査委員●成城で事務所開設10
年。所属弁護士3名。市民相談900件以上●相続・遺言・後見を中心に、離婚・不動
産・金銭貸借・雇用・多重債務などあらゆる法律問題の相談をお受けします●法律
相談は初回（30分）無料。夜間・休日の相談はお電話で。

地区対抗45人リレー
駒井町が２連覇

地区対抗45人リレーが11
月3
手や観客など約1,100人が
参加して行われた。
このリレーは、地域のきず
なを強め、世代間の交流を育
もうと、市制施行45周年記
念事業として昨年初めて行わ
れ好評だった。

リレーには市内11の地区
から子どもから高齢者まで
45人で編成したチームに加
え市役所チームがオープン参
加、健脚とチームワーク
を競い合った。レースの
結果、駒井町地区が昨年
に次いで２連覇を達成、
2位は岩戸北地区、3位
は猪方地区だった。ま
た、「応援が一番素晴ら

しかった地区賞」は岩戸北地
区に贈られた。
会場には小菅村のブースが
設けられ、きのこ汁やヤマメ
の塩焼きが人気を集めた。

10日にすくすくコンサート
公立の７校が音の競演
狛江すくすくコンサートが
10 後1時30分からエ
コルマホールで開催される。
青少年の健全育成を目的に
狛江市青少年問題協議会が主
催するもので、ことしは節目
の25回を数える。
当日は、狛江高等学校箏曲
部、狛江第六小学校合唱団、
和泉小学校チーム和泉、緑野
小学校ブラスバンド、狛江第
二中学校吹奏楽部、狛江第一
中学校吹奏楽部、狛江高等学
校吹奏楽部が出演、多彩な演
奏を披露する。
出演する子どもたちは、大
きな舞台での演奏に向けて現
在、熱心な練習を重ねている。
入場は無料で、主催者は「ぜ

ひ、多くの人
に子どもたち
の熱演を聴い
てほしい」と
来場を呼びか
けている。
問い合わせ☎3430-1111
狛江市児童青少年課。

岩戸町会がハロウィーン
親子約400人がパレード
ハロウィーンスタンプラ
リーが10月29
れ、思い思いに仮装した親子
など約400人が二の橋通り
付近の商店などを回った。
岩戸町会(進藤実会長）福
祉文化部が、子どもが気
軽に参加できる行事をと企
画、二の橋通り商店会と二
の橋商店会の有志10店の協
力で初めて催した。当初の
予定を大幅に上回る申し込
みがあったため、定員を増
やすほどの人気で、参加し
た子どもたちは協力店を回
り、コロッケやクッキーな
ど店のオリジナル商品や町会
が用意したプレゼントとス
タンプをもらい喜んでいた。
町会では「予想以上の人気で、
ほっとしました。今後も親子
参加のイベントを増やし、子
ども会の復活などで町会を活
性化したい」と話している。

わくわく元気！「狛江ヌードル逸品」コンテスト
「ごきげんなトマト麺」など入賞５作品が決定

わくわく元気！「狛江ヌードル逸品」コンテストの入賞作品
が決まった。
最優秀作品賞は麺屋黒
船狛江店（和泉本町1-2-
6）の「ごきげんなトマト
麺」、優秀作品賞は中華料
理丸仲（和泉本町3-8-6）
の「贅沢十種のジャージ
ャー麺」、中華ジャスミン
（和泉本町1-2-15石田ビ
ル1階）の「なすとエビのＸＯ醤まぜ麺」、ぼっけもんラーメ
ン（東和泉1-21-9ロータス狛江1階）の「狛江の塩ラーメン」、
隠れた名店特別賞はボンボニエール（西野川1-16-5ウエスト
スクエア101）の「つけ麺パスタ狛江」が選ばれた。
表彰式は11月13 、高橋
都彦市長から表彰状と盾、賞金が手渡された受賞者たちは、喜
びの笑顔を浮かべていた。受賞者を代表して最優秀作品賞を受
賞した麺屋黒船狛江店の坂爪雅紀店長は、「受賞してすごくう
れしい。狛江の野菜を使ったおいしい料理を提供するためがん
ばりますので、ぜひ食べに来てください」と挨拶した。
このコンテストは7月1 ら8月31 18店が参加
して行われた。3店舗以上の麺料理を食べ、その中からおいし
いと思う麺料理に投票された集計結果を基に選定された。
入賞作品は今後「狛江ヌードル逸品」として推奨される。
なお、投票した人に抽選で送られた「ヌードル券」の有効期
限は平成29年1月31日 。
問い合わせ☎3430-1111狛江市地域活性課地域振興係。

コンサートに向け練習す
る緑野小の児童たち

お店からプレゼントを
もらう子どもたち

小菅村の舩木直美村長や
安安丸も力走

喜びの受賞者と高橋市長（中央）

ホウレンソウは寒くな
ると甘味が増す冬が旬。
和洋中を問わずさまざまな
料理に使われる。
市内でも多くの農家が栽
培しており、猪方の石井恵
司さん(52)方では、約2㌃
の畑で栽培し、ＪＡマインズ
やスーパーに出荷している。
石井さん方では10月中旬
から2月中旬にかけてアクの
少ないクロノスなどの品種
を3～4回栽培し出荷してい
る。最初は露地で栽培、気
温が下がる晩秋から冬季は

ハ ウ
スで栽
培する。種
子をまいてか
ら収穫までの期
間は、気温など
によって変わり、暖かい時期
は約30日、寒い時期は60
～70日程度で、農薬を使わ
ずに育てる。ホウレンソウは
日照時間が長いと花茎が伸
びるため、街灯や家の光が

当たらない場
所を選
ぶ必要

があるとい
う。長さ約25

㌢に生長すると収穫
し、出荷する。
石井さん方は江戸時代か

ら狛江に住み、恵司さんで
15代を数える。昭和45年
頃まで稲作を行うほか、
野菜を市場に出荷して
いた。約30年前に野
菜の直売に切り替えた
が、15年ほどでやめ、
マインズショップ狛江
店などに出荷している。

恵司さんは
平成13年に
会社を辞め
て農業に従
事、現在は狛江GAP（農業
生産工程管理）研究会に所
属し、父の貞男さん（81）
と小松菜、サトイモ、ブロッ
コリーなど季節の野菜約40
種を栽培している。恵司さ

んは「都のエコ
農産物認証も受
けている、新鮮
でおいしいホウレ
ンソウを安心して
食べてください」
と話している。石井恵司さん

旬菜菜ホウレンソウ
寒くなると甘味が増す　夜間の照明に敏感　

市役所のケヤキにイルミネーション
狛江市役所前市民ひろばのケ
ヤキがイルミネーションで飾られ、
夜の街を輝きとぬくもりで彩って
いる。
同事業は狛江市観光協会が実
施したもので、11月18 に点
灯式が行われた。白井昇観光協
会会長と高橋都彦市長がスイッチ
を入れると、高さ10数㍍のケヤ
キに取り付けられた多くのLED電
球が一斉に点灯、訪れた約200
人の市民から拍手と歓声が上がっ

た。その後、家族連れなどが写真を撮ったり、約150人に無
料配布された豚汁で体を温めながら、冬の風物詩を楽しんで
いた。
イルミネーションは毎日午後5時から11時まで点灯される。

72,000人が狛江市民まつり楽しむ
ことしで40回目を迎えた狛江市民まつりが11月13 に
狛江第一小学校、狛江市役所前市民ひろば、市民グランド
などで開催され、親子連れなど約72,000人が秋晴れの下
で多彩なイベントを楽しんだ。
本町通りではパレード、みこしや民謡流し踊りが練り歩き、

祭ムードを盛り上げた。一小
ステージでは2020年の東
京オリンピック・パラリンピッ
クのフラッグが披露されたほ
か、山梨県小菅村との住民

交流友好都市10周年を記念した小菅村の郷土芸能
御光太鼓」の演奏などが人気を呼んだ。このほか、新潟県
長岡市川口地域などの物産展、市民団体や市内の飲食店な
どが手作り品や食べ物などを販売、多くの人でにぎわった。
また、宝船の宝分けや市内産野菜の
即売には長い列ができていた。

みこしがそろい踏み

点灯したイルミネーション


